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事業主のみなさまへ
働きながらドナーになる方にとって提供しやすい環境づくりのため、しまねまごころバンクで
は島根県内の企業・団体へ「ドナー休暇導入促進助成金制度」の導入を推進しています。
この度、導入企業・団体様向けに、受付や応接室などに置いていただくためのPOP(立脚式、写
真右)を日本骨髄バンクが作成しました。当法人の玄関にも置いています。

提供：（公社）日本臓器移植ネットワーク2022年3月末

全 国
2021年度臓器提供者件数（脳死下） 79

（心停止後） 13
2021年度臓器移植者件数 370
移植希望登録者数 15,660
提供意思登録者数 159,722

臓 器 移 植

2020年度 提供件数71件と比較し、増加
しました。

2021年度グリーンライトアップのご報告

ドナー
登録者数

移 植
希望者数

累計移
植例数

島根県 5,326 4 205

全 国 537,820 1,732
国内+海外

26,217

提供：（公財）日本骨髄バンク
2022年3月末

雲南市木次町在住 中村様、
雲南市在住 移植経験者 女鹿田様、
雲南市役所様 にお力添えいただきました。

グリーンリボンは
移植医療のシンボルです

グリーンリボンは
移植医療のシンボ
ルです多伎振興様、医療法人 伊藤医院 伊藤院長にお力添えいただきました。

ライトアップは今回で5年目となります。

magokoro

骨 髄 移 植
ドナー休暇制度導入をご検討ください

提供者（ドナー）と移植が
必要な患者（レシピエン
ト）が結ばれ、より多くの
いのちが救われる社会とな
ることを願っています。

2021年10月16日、県内3か所が移植医療のシンボルカラー
であるグリーンにライトアップされました

臓器移植法は1997年10月16日に施行されました。
毎年10月16日には、移植医療について多くの方に理解
していただくため、グリーンライトアップを全国で
行っています。

雲南市 木次大橋 10月15日～17日

多くの皆さまにご理解ご協力をいただき実施いたしました。

さんいん中央テレビ鉄塔 10月15日～16日

道の駅 キララ多伎（KIRARAモニュメント・キララビーチ）10月16日

一人でも多くの患者さんを救うため、ドナーになる方が提供しやすい環
境づくりは不可欠です。より多くの企業・団体に賛同していただけますよ
う、今後も普及啓発に努めてまいります。
お問合わせはしまねまごころバンク(0853-22-2556)までお願いします。
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山陰合同銀行：出雲支店 普通 ２９４３４４８

賛助会加入・寄附をお願いします

ご支援ありがとうございます 寄附者・賛助会員名簿 （2021年1月～12月）

賛助会費 団体・法人会員▶年会費１口▶10,000円
個 人 会 員▶年会費１口▶ 2,000円

寄 附 金 金額は問いません

当法人は公益財団法人の認定を受けています。寄附いただいた
企業様および個人様は寄附金控除が受けられます。

移植医療の普及啓発に
使わせていただきます

江津ライオンズクラブ 献眼者合同慰霊祭のご報告

眼球提供
登録者数

角膜移
植待機
患者数

2021年度
献眼者数

献眼者
数合計

島根県 24,573 7 8 123

全 国 1,221,135 1,888 505 42,857

ご献眼者のご尊名（令和３年４月～令和４年３月）

故 篠原 修蔵 様（出雲市）
故 山下 清 様（大田市）
故 山﨑 仙二 様（江津市）
故 三木 常義 様（出雲市）
故 小笹 嘉恵美 様（松江市）
故 矢壁 恵 様（雲南市）
故 川上 ヒロ子 様（県外）
故 藤原 益富 様（松江市）

謹んで故人のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
感謝申し上げます。

ご献眼頂きました故人には、厚生労働大臣･県知事
ライオンズクラブ国際協会336-D地区ガバナー
日本アイバンク協会理事長･しまねまごころバンク理事長からの
感謝状を贈呈させていただきました。
ご家族のご了解をいただいた方のみ氏名を掲載しています。

角 膜 移 植

（敬称略）

ライオンズクラブ２Ｒ３Ｚ
東出雲ライオンズクラブ
松江ライオンズクラブ
松江湖城ライオンズクラブ
松江葵ライオンズクラブ
出雲ライオンズクラブ
平田ライオンズクラブ
佐田ライオンズクラブ
多伎町ライオンズクラブ

江津ライオンズクラブ
桜江ライオンズクラブ
医療法人いきいき.クリニック
三光ビル管理(株)
出雲教
(公社)島根県看護協会
島根中央信用金庫
(有)ナガサコ印刷
姫野クリニック
(公社)益田市医師会

村尾 光好
山下 一幸
米田 容子
米山 泉
和田 和美
渡邉 克俊

(株)ミック
(株)読連島根
中村ブレイス（株）
島根県土地改良事業団体連合会
島根県立中央病院
松江生協病院
松江保健所有志
雲南保健所有志
益田保健所有志

栗原 昌子
河野峻之介
小竹原良雄
高橋 研
田中 昭則
田中 年子
壷倉 浩平
利弘 健

出雲中央ライオンズクラブ
斐川ライオンズクラブ
出雲南ライオンズクラブ
木次ライオンズクラブ
三刀屋ライオンズクラブ
仁多ライオンズクラブ
赤来ライオンズクラブ
大田ライオンズクラブ
浜田ライオンズクラブ

安達 恵二
糸賀 浩之
江口 博晴
江田 小鷹
大場 篤
金築 聡
木代由佳里
日下 育代

中筋 豊通
原田 孝治
別所 朗
牧野由美子
増﨑 潤司
松井 泰憲
松﨑 恵子
三谷加奈子

提供：（公財）日本アイバンク協会 2022年3月末

江津ライオンズクラブが、江津市総合市民センター敷地内
に献眼顕彰碑を建立したのは2011年3月、クラブの結成50周
年を記念してのことでした。このとき石碑にはクラブ結成か
らの6名の角膜提供者のお名前が刻まれました。
その後4年間で、元クラブメンバー3名を含む6名の方から

角膜を提供していただき、お名前を刻むスペースがなくなっ
たため、今度は55周年記念事業として2015年10月、新たに芳
名板を設置しました。
そして、2021年6月5日（土）、60周年記念事業として、献
眼者合同慰霊祭を献眼顕彰碑前で行いました。まず角膜提供
者へ黙祷をささげ、江津ライオンズクラブ田中会長の式辞の
あと、山下江津市長、しまねまごころバンク課長様から慰霊
の言葉を頂きました。慰霊祭には、市内の角膜提供者のご遺
族6名が参加され、参加者全員（約30名）で慰霊碑に献花し
ました。
ご遺族を代表して、浅野芳友様からご挨拶をいただいたの
ですが、浅野様の奥様は、生前、点字ボランティアをしてお
られたそうです。浅野様は｢角膜は150年間生きられる。だか
ら（家内がまだ生きているようで）さみしくない｣と話してお
られました。
「愛の光」を手に入れることのできる人をもっと増やした

いという思いで、ライオンズクラブの「光と愛を」の運動、
献眼登録の推進活動をこれからも続けてまいります。

江津ライオンズクラブ 七田厚

https://www.facebook.com/magokorobank/

2022年４月 Facebook（フェイスブック）ページを開設しました。
移植医療についての正しい情報や、まごころバンクの取り組み等情報を発信してまいります。

Facebookページの開設について

しまねまごころバンクは、アイバンクへの献眼
登録と眼球あっせん、骨髄バンクのドナー登録
会開催、教育機関等での出前講座開催、県内各
地でのキャンペーン等を通し、県内の移植医療
の普及啓発を推進する事業を行っています。


